







　We know of two mainstream legal philosophies, namely, legal positivism and natural law theory. 
Therefore, when we think about reasons to obey the law, we must refer to the problem from these two 
standpoints.  In this paper, the author will analyze some theories of legal philosophers, Hans Kelsen, 
Gustav Radbruch, H.L.A. Hart, and Ronald Dworkin.  The author will propose the possibility of a new 
standpoint, namely, the legal cultural standpoint.
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論註
　＊小論の副題に登場する法実証主義と自然法論は、法思想史における伝統的な二大潮流を形成すると同時
に、現代の法哲学を象徴する立場でもある。小論はこうした立場を超える独自の道を模索しなければな
らないと考えている。
（1）勝亦らは、メルクルの法理論及び純粋法学の企図を再検討する過程で、わが国で最初の『A・J・メルク
ル著作集』の出版を計画・準備している。同著作集の一日も早い刊行が待たれる。
（2）だからこそ、ラートブルフは法の効力について、こうした裁判官の存在をも検討することになる。小論
では紙幅の都合上割愛せざるを得ない。他日稿を改めて論述してみたい。
（3）なお、ハートが「自然法の最小限の内容」（ハート 1976, 211）を承認している点は注目に値する。それ
によれば、「人間の傷つきやすさ」、「おおよその平等性」、「かぎられた利他主義」、「かぎられた資源」、「か
ぎられた理解力と意思の強さ」、以上が挙げられている。私見では、法実証主義と自然法論は、今後、
相互に意見交換をしながら発展することが学問的に健全であるように思われる。
（4）なお、「Dworkin」のカタカナ表記については、「ドゥウォーキン」と「ドゥオーキン」に大別できそう
であるが、小論は前者を使用することにしたい。
（5）J・ラズ（Raz）の「法体系の一般的研究」（ラズ 2011,1）は、小論が進むべき方向性を提示している。ラ
ズによれば、「完結した法体系論」は、「存在の問題」、「同一性の問題」、「構造の問題」、「内容の問題」、
以上の四つの問題に対応できなければならない。
（6）井上は、ケルゼンの根本規範ともハートの承認のルールとも異なる「基礎規範」（井上 1989, 212）論を
展開している。かかる基礎規範とは、「社会体制の原理とその構成要素である権威的規準」である。日
本国憲法の場合、それらは、前文、第 1条、第 3章などにおいて、「特定の概念・語句・文章などの形」
をとって表明されている。
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附言
　小論では、引用文と拙文の表記とを一貫するため、引用文の一部に適宜字句の修正を施したこ
とを、この場を借りて、お断りしておきたい。
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